
 
 

守時 なぎさ（もりとき なぎさ） 

 

岡山生まれ、吉本新喜劇の「お笑い花月劇場」育ち。筑波大学博士課程応用言語学研究室在学中

の 1995 年にリュブリャーナ大学文学部に創立されたアジア研究学科日本研究コースに勤める。1

年で帰国の予定が、現在に至るまでリュブリャーナで教育活動に当たる。2010 年リュブリャーナ

大学で博士号取得（一般言語学）。専門は日本語学・言語政策・教員研修。ユライ・ドブリラ・

プーラ大学（クロアチア）、クラコフ大学（ポーランド）、チャナッカレ大学（トルコ）などで

講義を行う。2022 年のモットーは「主語を変えてみる」。 
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